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BP1プログラムの研修に至るまで
　私は高校生のころから、開発途上国で働きたいと考え
ていました。もともと看護師になりたかった私は、へき
地でも活動していけるように保健師と助産師の資格を取
り、助産師として経験を積んだのちに青年海外協力隊員
として、ベトナム社会主義共和国の山岳地帯にあるヘル
スセンターで２年間活動しました。任期を終えて帰国し
たころの日本では児童虐待のニュースが頻繁に報道され
ていました。ベトナムでは、貧困問題や、農民の地位の
低さ、不衛生な環境下での出産など問題は多岐にわたっ
てありましたが、子育ての環境は風通しのいいのものが
ありました。近所のお姉ちゃんが小さい子の世話をして
くれたり、混雑したバスの中では見知らぬ子でも膝に抱
いたりと、助けあいながら子育てをする環境がそこには
ありました。
　こんなエピソードがあります。ある日、10代の女の
子が腹痛を主訴に入院してきました。腹痛は実は陣痛で、
無事に出産したものの未婚だった彼女は「とても育てて
いけない」と困惑していました。スタッフが入院中のほ
かの患者に声をかけると、すぐに名乗り出てくれた女性
がいました。すでに一人子どもがいるお母さんです。
10分ほど家族会議をしたのち、その場で赤ちゃんを養
子として引き取ることが決まりました。そんな「子ども
はみんなの宝」というベトナムから帰国した私にとって、
日本の虐待のニュースは衝撃的でした。何か力になれれ
ばと海外へ渡った私ですが、日本の子育て環境が危機的
状況にあることに改めて気づかされたのでした。
　今度は日本のお母さんや赤ちゃんたちのために働こ
う！ そう考えた私は、縁あって長野県東御市にある子
育て支援センターに勤務することになりました。
　子育て支援センターでは、保健師として来所した方の
育児相談や赤ちゃんのいる家庭を訪問する「子育て応援
訪問」を実施しました。その中で、一日のうちの長い時
間ベビーサークルやベビーベッドに入れられている赤ち
ゃんがいたり、録画した幼児番組を繰り返し流している
中で過ごす赤ちゃんがいたり、どうやって子育てをして
いいのか不安や孤独を感じて過ごしているお母さんが数
多くいる現実を目の当たりにしました。
　子育て応援訪問はお母さん方からは歓迎されますが、
個別に訪問を実施するにはどうしても時間や回数が限ら
れてしまいます。そんなとき、すでにファシリテーター
研修を受講していた上司が「BPプログラム研修」を勧
めてくれ、受講することになりました。この研修は、と
ても濃い内容で、覚えたことが頭からあふれ出そうな二
日間でした。

人集めの難しさ
　一緒に研修に参加したIさんと共に「まずはやってみ
よう！」ということで、上司に相談し９月の実施を決め
ました。７月中旬に受講したばかりで、準備期間も短い
中、よく漕ぎ出したなぁと今となっては思いますが、当
時は「今やらなければ、学んだことを忘れてしまう！」
という気持ちが強かったと思います。また、年度内のお
母さんと赤ちゃんが平等にBPプログラムに参加できる
ように考えると９月中のスタートは必須でした。
　対象月齢の母子のリストを挙げてみると、20組を超
えてしまいます。全員が申し込んできてしまったらどう
しよう。そうしたら、以前に研修を受けた上司にも一緒
に加わってもらってグループを増やして対応しよう！
（今思うとなんと幸せな心配だったことでしょう）
　そんなことを考えながら、対象の母子にダイレクトメ
ールを送りました。あとは４か月児健診や赤ちゃん訪問
の担当者にチラシ配布を依頼しました。
　しかし、締め切り日を過ぎても申し込みは４組。やは
り地元での知名度や口コミがないことも影響していたと
思います。５組以上いなければプログラムは成立しませ
ん。藁にもすがる思いで地域の開業助産師にお願いした
ところ、１人のお母さんを紹介してくれました。「もっ
と早くに声をかけてくれたらよかったのに」と笑顔の助
産師さん。参加者５組がそろい、ようやく開始できるこ
とが決まったのは、実施前最後の平日でした。地域の専
門職の方の力を本当に心強く感じた出来事でした。

無事にスタートできると思ったら
　無事にスタートした１週目。当日の朝になって電話が
あり、１組の母子が母の体調不良のために欠席されまし
た。何とか始めたいという思いで、最少組数でスタート
したものの、結局その日は４組となってしまいました。
　「なんのためのBPプログラムなのか」を改めて考え
ました。人数が多いと共通の悩みや不安を見つけやすく
なり、みな同じなのだと感じることができること。また、
違った意見が聞けることで子育ての多様性を知り、自分
の意見もまた尊重されることを知ることができます。５
組で開催できることになっていますが、参加者が産後間
もない母や月齢の小さい赤ちゃんであり、無理のできな
い時期であることを考えると欠席はやむを得ません。そ
うなれば、欠席者がいることを加味した上で20組まで
のできるだけ多い組数を集めておくことがプログラムの
成功には大事なことだと感じました。
　そういえば、研修の２日目に「とにかく、みんなが一
番苦労するのがこの人集めだから」と話されていたのを
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思い出しました。その時は「簡単に集められるさ」くら
いに思っていたのですが、実際に行ってみるととても難
しいことを実感しました。
　ですが、２週目以降はみなさん参加され、この５組の
こじんまりしたBPプログラムのグループはその少なさ
を生かして、まとまりを見せてくれました。何より、Fa
のＩさんと二人、全体の段取りや流れの再確認ができ、
貴重な忘れられないプログラムとなりました。

まだ生まれていない赤ちゃんに思いをはせて
　２回目のBPプログラムは令和２年１月から２月にか
けて実施しました。今度こそはと周知に念を入れました。
具体的には、市報での周知、東御市子育てポータルサイ
トへの記事掲載、赤ちゃん訪問や乳幼児健診でのチラシ
配布、対象者へのダイレクトメールです。
　周知していて難しいと感じたことは、企画の段階では
対象月齢の赤ちゃんはまだ生まれていない状態の中で準
備していかなければならないことです。おおよそでは母
子手帳の発行数などで予測はついても、まだ存在しえな
い赤ちゃん。生まれてきた赤ちゃんを段階的に確認しな
がら準備を進めなければならないことが、事務作業とし
ては難しいところでした。
　しかし、前回実施したプログラムの様子を子育てポー
タルサイトに載せたり、市報などから少しずつ住民に浸
透したりしたためか、今回は申し込みも順調に増えてき
ました。また、市報に載せたことで里帰り中のお母さん
からも参加してみたいという問い合わせがありました。
最終的に申し込みは16組となりました。

実施して感じたこと、そして今
　いよいよ始まりました。
　場所は今後も継続して利用してほしいというねらいも
あり、子育て支援センターの２階の部屋で行いました。
その際の工夫したことは、子育て支援センターの入口の
外側で出迎えたことです。子育て支援センターを利用さ
れた方からよく聞く話なのですが、初めて利用するにあ
たり、わざわざ外観を下見してから来たというのです。
そんなお母さん方の気持ちも考慮して、安心して入って
いただけるように気を配りました。
　初日の欠席は３組でした。子の体調不良や冠婚葬祭な
どが欠席の理由でした。欠席しても意見交換ができる人
数を確保すると考えると、やはり最初の人集めがとても
重要だと思いました。そのうちの一組の方は続けて欠席
され、３週目からの参加でした。その方がプログラムに
参加しやすいように、事前にお会いし準備をした上で当
日を迎えました。最初にその方を紹介し、書いていただ
いておいた付箋を全体の模造紙に貼り足して、その方の
聞きたいことも取り入れながら実施しました。しかし、
最後のアンケート結果ではこの方のプログラムへの満足
度は低く、Faとしては残念な気持ちと申し訳ない思いで
した。全体のアンケートを見ると参加した日数が多いほ
ど満足度が上がっていました。人によって事情はあると

思いますが、持続した参加につなげる環境作りや声掛け
が大切だと感じました。
　また、一人のお母さんが1週目のプログラムが終わっ
たところで電話をくださり、「思っていた形態と違って
いたので２週目以降は欠席したい」と申し出がありまし
た。もし、何か気に障ることがあったなら申し訳ないと
思ったのですが、講義を聞く教室のようなイメージを持
っていたそうです。私たちの目的は安心して楽しく子育
てをしていただくことで、それがBPプログラムでしか
実現できないわけではないので、お母さんの思いを受け
入れました。そして、地区担当の保健師には、こういっ
た理由で参加をやめられた旨を情報共有し、見守ってい
ただくことをお願いしました。
　最終的に15組のBPプログラムとなったのですが、や
はり初回の５組での実施に比べ３倍の人数です。全ての
お母さんと赤ちゃんに気を配ることが難しく大変でした。
人数が多いと、話せないお母さんも何人かいらして、毎
回そのお母さんと誰が組むとよいかFaのＩさんと一緒に
悩み、考えました。実は、開始前にBP事務局の原田さ
んから「どうしても５か月の人の話しが活発になります
ので、２・３か月の方が取り残されないよう、気を付け
て進めてください」とアドバイスをいただいていました。
確かに、４か月過ぎのお母さんたちは乳幼児健診会場や
離乳食教室などプログラム以外で会う機会がある分だけ、
話題が盛り上がりやすいようでした。なので、うまくそ
の輪に入れず孤立してしまうお母さんにはFaが話題を提
供し、ほかのお母さんとつなぐことを丁寧に行い、一人
になるお母さんがいないように気を配りました。
　初めて人数のそろったプログラムの運営は、私たちFa
も話すのに必死で抜けてしまったところや、こちらの説
明がうまく伝わらず何を話していいか戸惑わせてしまっ
た場面もありましたが、最後のアンケートの意見の欄で
は「子どもの変化を感じ取れるようになった」や「話し
かけてから抱っこするようになった」「夫と協力してみ
んなで子どもを育てていきたいと思った」など、その人
なりにこのプログラムの意図するところを汲み取ってく
ださったのが感じられうれしく思いました。
　プログラムの開催にあたり私が一番気をつけていたこ
とは、運営や内容はもちろんのことですが、実はFa自身
と家族の体調管理でした。冬の開催ということもあり、
私や家族がインフルエンザに罹ってしまったらプログラ
ムが実施できなくなってしまうという緊張した思いで一
か月を乗り切ました。
　そして、この記事を書いている今は新型コロナウィル
スが世界的に猛威を振るい、東御市でも５月のプログラ
ムが中止となりました。お母さん
と赤ちゃんが外出自粛で孤独や不
安を感じている今だからこそ、
BPプログラムの必要性を感じて
います。安全にプログラムが開催
できる日が早く来ることを願って
やみません。
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